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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第29期

第２四半期累計期間
第30期

第２四半期累計期間
第29期

会計期間
自 平成26年３月１日
至 平成26年８月31日

自 平成27年３月１日
至 平成27年８月31日

自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日

売上高 (千円) 6,373,874 6,590,067 12,610,218

経常利益 (千円) 269,300 247,484 426,946

四半期(当期)純利益 (千円) 125,069 164,433 169,140

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,838,526 1,838,526 1,838,526

発行済株式総数 (株) 18,302,000 18,302,000 18,302,000

純資産額 (千円) 3,596,480 3,781,385 3,640,333

総資産額 (千円) 6,867,261 6,447,974 6,641,932

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 7.67 10.75 10.61

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 2.00

自己資本比率 (％) 52.4 58.6 54.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,037,676 △217,385 1,111,719

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 331,762 8,170 △229,101

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △271,096 104,405 △482,705

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,321,661 2,518,422 2,623,231
 

 

回次
第29期

第２四半期会計期間
第30期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日

自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.46 5.23
 

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間等に係る主要な経営指標等の

推移については記載しておりません。また、持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在

しないため記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについても重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の業況

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、中国経済の減速懸念材料があり、景気の先行きは不透明な状況

があるものの、原油価格の下落や、訪日外国人の増加及び雇用・所得環境の改善等により個人消費の持ち直しもみ

られました。

　外食産業におきましては、一部に消費者マインドの回復に明るい兆しがみられたものの、原材料価格及び人手不

足による人件費の高騰など、厳しい経営環境が続いております。

このような環境の中、当社は、一汁三菜をコンセプトに、旬の素材を使った高品質とおいしさにこだわった低価

格定食屋業態「街かど屋」を事業の柱として店舗展開を行っております。並行して、できたてメニューにこだわっ

た「ザめしや」等の既存店舗の強化と、店舗開発及び不採算店舗の撤退を進めております。

　また、各業態期間限定メニューを導入し、「ザめしや」では高級感のあるまぐろ漬けごはんと中落ちカルビのポ

ン酢焼き等の鉄皿での販売、「街かど屋」では切り落とし牛塩タン定食やネバとろスタミナそば定食等の販売、

「めしや食堂」では夏野菜カレー等の月替わりカレーの販売、「讃岐製麺」では肉ぶっかけフェアを実施し、すだ

ちおろし肉ぶっかけうどんや山芋肉ぶっかけうどん等を販売いたしました。

　当第２四半期累計期間の店舗展開につきましては、新規出店が２店舗で店舗数は124店舗となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、既存店売上高の増加による影響で、売上高は6,590,067千円（前

年同四半期比 3.4％増）、営業利益は219,927千円（前年同四半期比 10.4％減）、経常利益は247,484千円（前年

同四半期比 8.1％減）、四半期純利益は164,433千円（前年同四半期比 31.5％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

　（資産の部）

流動資産は、現金及び預金の減少等により3,531,580千円（前事業年度末は3,726,056千円）となりました。銀行

からの資金調達を300,000千円実行いたしましたが、前事業年度末が金融機関の休日のため買掛金等の支払いが翌

月に繰り越されたことによるものであります。有形固定資産は、既存店舗の減価償却が進みましたが、新規出店・

店舗改装の設備投資により1,525,233千円（前事業年度末は1,519,096千円）、投資その他の資産は、差入保証金等

の減少等により1,357,979千円（前事業年度末は1,362,006千円）となり、資産の部合計は、6,447,974千円（前事

業年度末は6,641,932千円）となりました。

　（負債の部）

流動負債は、前事業年度末が金融機関の休日のため買掛金が291,408千円減少し、1,659,100千円（前事業年度末

は2,232,746千円）となりました。固定負債は、長期借入金の増加等により1,007,488千円（前事業年度末は

768,851千円）となり、負債の部合計は2,666,589千円（前事業年度末は3,001,598千円）となりました。

　（純資産の部）

純資産の部合計は、利益剰余金の増加等により3,781,385千円（前事業年度末は3,640,333千円）となりました。

これにより、当第２四半期会計期間末の自己資本比率は58.6％（前事業年度末は54.8％）となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は前事業年度末に比べ104,808千円減少し、

2,518,422千円となっております。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、前事業年度末が金融機関の休日のため仕入債務が291,408千円減少した

ことや、非資金的費用として減価償却費85,749千円があったこと等により217,385千円の支出（前年同四半期は

1,037,676千円の収入）となっております。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、預入期間が３ヶ月を超える定期預金の預入による支出500,000千円及び

払戻による収入600,000千円、差入保証金の回収による収入26,119千円、新規出店及び店舗改装のための有形固定

資産の取得による支出116,604千円があったこと等により、8,170千円の収入（前年同四半期は331,762千円の収

入）となっております。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金142,432千円、割賦債務82,988千円の返済による支出等があ

りましたが、金融機関から長期借入による収入が300,000千円あったこと等により、104,405千円の収入（前年同四

半期は271,096千円の支出）となっております。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因

当第２四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,302,000 18,302,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数
1,000株

計 18,302,000 18,302,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月１日～
平成27年８月31日

─ 18,302,000 ─ 1,838,526 ─ 1,537,526

 

 

(6) 【大株主の状況】

平成27年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

公益財団法人ライフスポーツ財団 大阪府吹田市江坂町１丁目23-43 3,000 16.39

清久商事株式会社 大阪市北区西天満１丁目11-20 2,964 16.19

清水　三夫 兵庫県西宮市 2,372 12.96

ライフフーズ従業員持株会 大阪府吹田市江坂町１丁目13-41 1,892 10.34

資産管理サービス信託銀行株式会社
（信託Ｅ口）

東京都中央区晴海１丁目8-12 1,000 5.46

ケイ低温フーズ株式会社 兵庫県伊丹市北伊丹５丁目43－1 300 1.64

株式会社昭和 名古屋市熱田区明野町2-3 300 1.64

株式会社神明ホールディング 兵庫県神戸市中央区栄町通６丁目1-21 200 1.09

清水　京子 東京都世田谷区 200 1.09

清水　周一 東京都世田谷区 200 1.09

計 ― 12,428 67.91
 

(注) １　当社は、従業員の新しい福利厚生サービスとして自社の株式を給付する「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」

を導入しております。本信託の受託者であるみずほ信託銀行株式会社から再信託を受けた資産管理サービス

信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有している当社株式1,000,000株は、当社取締役相談役清水三夫より取

得したものであります。

２　上記の他、当社取締役相談役清水三夫より当社株式2,000,000株を無償で取得したものを含む自己株式が

2,003,174株（10.95％）あります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式     3,003,000

1,000 （注)１

完全議決権株式(その他) 普通株式  　15,298,000 15,298 同上

単元未満株式 普通株式         1,000 ― （注)２

発行済株式総数 普通株式    18,302,000 ― ―

総株主の議決権 ― 16,298 ―
 

(注) １　当社所有の自己株式が2,003,000株及び資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株

式が1,000,000株含まれております。

２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式174株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ライフフーズ

大阪府吹田市江坂町
１丁目13－41

2,003,000 1,000,000 3,003,000 16.41

計 ― 2,003,000 1,000,000 3,003,000 16.41
 

(注)　他人名義で所有している理由等

所有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度
の信託財産として拠出

資産管理サービス信託銀行
株式会社（信託Ｅ口）

東京都中央区晴海１丁目8-12

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成27年６月１日から平成27年

８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年３月１日から平成27年８月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年２月28日)
当第２四半期会計期間
(平成27年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,223,231 3,018,422

  売掛金 8,701 29,370

  商品 293 283

  原材料及び貯蔵品 52,680 49,578

  繰延税金資産 93,607 96,150

  その他 347,541 337,775

  流動資産合計 3,726,056 3,531,580

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） ※１  1,351,411 ※１  1,346,074

   その他 ※１  167,685 ※１  179,159

   有形固定資産合計 1,519,096 1,525,233

  無形固定資産 34,772 33,181

  投資その他の資産   

   差入保証金 997,849 975,861

   繰延税金資産 228,481 257,308

   その他 136,185 125,319

   貸倒引当金 △510 △510

   投資その他の資産合計 1,362,006 1,357,979

  固定資産合計 2,915,875 2,916,393

 資産合計 6,641,932 6,447,974

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 717,406 425,998

  1年内償還予定の社債 30,000 10,000

  1年内返済予定の長期借入金 184,092 123,713

  未払法人税等 109,743 131,957

  賞与引当金 118,180 116,661

  その他 1,073,324 850,769

  流動負債合計 2,232,746 1,659,100

 固定負債   

  長期借入金 7,141 225,087

  長期預り保証金 113,442 113,800

  退職給付引当金 356,922 360,808

  その他の引当金 81,274 82,970

  その他 210,071 224,821

  固定負債合計 768,851 1,007,488

 負債合計 3,001,598 2,666,589
 

 

EDINET提出書類

株式会社ライフフーズ(E03490)

四半期報告書

 9/18



 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年２月28日)
当第２四半期会計期間
(平成27年８月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,838,526 1,838,526

  資本剰余金 1,537,526 1,537,526

  利益剰余金 419,945 561,097

  自己株式 △155,664 △155,765

  株主資本合計 3,640,333 3,781,385

 純資産合計 3,640,333 3,781,385

負債純資産合計 6,641,932 6,447,974
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

売上高 ※１  6,373,874 ※１  6,590,067

売上原価 1,984,276 2,076,825

売上総利益 4,389,597 4,513,241

販売費及び一般管理費 ※２  4,144,016 ※２  4,293,313

営業利益 245,580 219,927

営業外収益   

 受取利息 2,660 2,654

 受取家賃 85,765 90,268

 その他 28,685 25,122

 営業外収益合計 117,110 118,044

営業外費用   

 支払利息 5,075 2,899

 賃貸収入原価 81,527 86,359

 転貸損失引当金繰入額 2,940 -

 その他 3,847 1,229

 営業外費用合計 93,390 90,488

経常利益 269,300 247,484

特別利益   

 受取補償金 17,000 -

 特別利益合計 17,000 -

特別損失   

 有形固定資産売却損 537 -

 有形固定資産除却損 8,005 6,080

 減損損失 32,234 -

 店舗閉鎖損失 - 217

 その他 2,197 -

 特別損失合計 42,975 6,297

税引前四半期純利益 243,325 241,186

法人税等 ※３  118,255 ※３  76,752

四半期純利益 125,069 164,433
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 243,325 241,186

 減価償却費 89,165 85,749

 減損損失 32,234 -

 転貸損失引当金の増減額（△は減少） 2,250 △780

 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,235 △1,518

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △123 18,350

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,793 2,475

 受取利息及び受取配当金 △2,660 △2,654

 支払利息及び社債利息 5,075 2,899

 有形固定資産売却損益（△は益） 537 -

 有形固定資産除却損 8,005 6,080

 たな卸資産の増減額（△は増加） 3,955 3,112

 仕入債務の増減額（△は減少） 468,192 △291,408

 売上債権の増減額（△は増加） △7,594 △20,669

 未払消費税等の増減額（△は減少） 64,873 △94,523

 その他の資産の増減額（△は増加） △14,514 13,955

 その他の負債の増減額（△は減少） 222,410 △91,697

 その他 1,854 4,706

 小計 1,115,544 △124,736

 利息及び配当金の受取額 1,899 1,891

 利息の支払額 △5,261 △2,964

 法人税等の支払額 △74,504 △91,576

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,037,676 △217,385

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △200,000 △500,000

 定期預金の払戻による収入 610,000 600,000

 有形固定資産の取得による支出 △93,513 △116,604

 有形固定資産の売却による収入 10 -

 無形固定資産の取得による支出 △1,830 -

 差入保証金の差入による支出 △18,849 △6,578

 差入保証金の回収による収入 28,351 26,119

 貸付金の回収による収入 7,593 7,983

 その他 - △2,750

 投資活動によるキャッシュ・フロー 331,762 8,170
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           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 - 300,000

 長期借入金の返済による支出 △215,092 △142,432

 社債の償還による支出 △20,000 △20,000

 
セール・アンド・割賦バック取引に基づく資産
売却代金の受入額

57,026 82,308

 割賦債務の返済による支出 △92,965 △82,988

 自己株式の取得による支出 △64 △100

 配当金の支払額 - △32,381

 財務活動によるキャッシュ・フロー △271,096 104,405

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,098,342 △104,808

現金及び現金同等物の期首残高 2,223,318 2,623,231

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  3,321,661 ※１  2,518,422
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第２四半期累計期間

(自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日)

（会計方針の変更）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に

近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重

平均割引率に変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

　この結果、当第２四半期累計期間の期首の退職給付引当金が14,464千円減少、繰延税金資産が5,147千円減

少、利益剰余金が9,316千円増加しております。

　なお、この変更による当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
 

 

(四半期貸借対照表関係)

※１ 有形固定資産に係る国庫補助金の受入れによる圧縮記帳累計額　

 
前事業年度

(平成27年２月28日)
当第２四半期会計期間
(平成27年８月31日)

建物 33,368千円 33,368千円

その他 5,626千円 5,626千円
 

 

(四半期損益計算書関係)

※１ 当社の売上高は、連休や夏休みなど休日が第１及び第２四半期会計期間に多くなることにより、第３及び第４四半

期会計期間に比べ高くなる季節的変動があり、営業利益以下においても第１及び第２四半期会計期間に偏る傾向があ

ります。

 
※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

給与手当 491,506千円 488,109千円

賃金 1,374,317 〃 1,454,965 〃

賞与引当金繰入額 115,740 〃 115,304 〃

退職給付費用 45,536 〃 58,021 〃

役員退職慰労引当金繰入額 2,430 〃 2,475 〃

賃借料 790,890 〃 794,000 〃
 

 

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成26年３月１日
至 平成26年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年８月31日)

現金及び預金 3,421,661千円 3,018,422千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△100,000 〃 △500,000 〃

現金及び現金同等物 3,321,661千円 2,518,422千円
 

 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年８月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月21日
定時株主総会

普通株式 32,598 2.00 平成27年２月28日 平成27年５月22日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）制度に基づく資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ

口）が保有する自社の株式に対する配当金2,000千円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年８月31日)

当社は、外食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日)

当社は、外食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成26年３月１日
至 平成26年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年８月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 7円67銭 10円75銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 125,069 164,433

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 125,069 164,433

   普通株式の期中平均株式数(千株) 16,300 15,298
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額を算定するための普通株式の期中平均自己株式数については、資産管理サービ

ス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を含めております。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年10月６日

株式会社ライフフーズ

取締役会　御中

 有限責任監査法人トーマツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　松    田     茂      印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　井  上     嘉  之   印

 

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ライフ

フーズの平成27年３月１日から平成28年２月29日までの第30期事業年度の第２四半期会計期間(平成27年６月１日から平

成27年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年３月１日から平成27年８月31日まで)に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ライフフーズの平成27年８月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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